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425　　　　 原因不 明 習慣流産、リン パ球免疫療法に

　お ける HI−A −DR 抗原類似性と抗核抗体の 検討
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　【目的】原 因不明習慣流産 の 多 く に は 同種免疫ま

た は 自己 免 疫が 関 与 し て い ると考えられ る 。 今回、

同種免疫 に 最 も関連す る HLA −DR 抗原 と自己免疫

に 広 く関与する抗核抗体の 原 因不明習慣流産 の 原

因、また リン パ 球免疫療法 の 有効性 へ の 関与を検 討

した。【方法】習慣 流産 78症例か ら染色体異常（11

例）、子宮奇形（5例）、Lupus　 AnticoagUlant陽性；抗

CL β
2GPI

抗 体陽性かつ AErT の 延長（4例）、甲状腺

機能異常（2例）を除 い た習慣流産59症例を対象 と し

た。HLA −DR 抗原 の 決定 ．抗核抗体 価定量 を行 い 、

そ れぞれ50組 50人 の 正 常 コ ン トロ
ー

ル と比較検討

し た。40組 の 原因不明習慣流産 に 対 して は リン パ 球

免疫療法を施 行 し、そ の 有効性に対する HLA −DR

抗原類似性、抗核抗体価の 影響を検討 した。【成績】

抗核抗体陽性率は原因不明習慣流産 、対照で それぞ

れ 34159（58％）、6／50（12％ ）で 有意に習慣流産群 に お

い て 高率 で あ っ た 。HLA −DR 共有抗原数は抗核抗

体陽性群、陰性群、対照 で それ ぞれ平均0．67、O．92、

058で あ り、抗核抗体陰性の 習慣流産にお い て 有意

に 夫婦間 の 類似性が 高か っ た。リン パ 球免疫療法施

行の 30！q）症例 に 妊娠が 認め られ、26f30症 例（87％ ）

で 生児が 得られた 。 リン パ 球 免疫療法の 有効群と無

効群で 80倍以 上 の 杭核抗体価 を示 す症 例 は それぞ

れ 4！26（15％ ）、3．　f4（75％ ）で あ っ た 。またHLA −DR 共

有抗原数は それぞれ平均O．90、1．00で あ っ た 。【結論】

原因不明 習慣流産 の 原 因と し て 抗 核抗体、IILA −

DR 杭 原夫婦間類似性がそれぞれ独立 して 関与 し

て い る と 考え る。リ ン パ 球免疫療法は高抗核抗体価

を除い た原 因不明習慣流産に対 して 有効な治療方

法 で あ る が 、そ の 有効性 とHLA −DR 抗原類似性 と

の 間に は 明 らか な関連は認め られなか っ た。

目的 ；Bloom　 Syndrome （BS）と は低身長，光線過

敏 ， 免疫異常 ， 悪性腫瘍の 合併 を症状 とする症候

群 だが
，

こ の BS の B −Lymphoblastoid　ce111ine を

用 い て
， 正常非妊婦 ， 正常妊婦 ， 習慣性流産患者

の 抗・BS の B リン パ 球抗体 を測定 した の で 報告す

る．対象 ・方法 ：正常非妊婦 ；56 例 ，
正 常妊婦 ；

64 例 ， 原 因不 明の 習慣性流産患者 ；44 例を対象

とし ， 抗一BS の B リ ン パ 球抗体蛍光抗体法に て 定

性的に 測定 した （陽性細胞が 5％未満 を陰性 ， 5％

以上 を陽性 と判 定した ）．また
， 免疫療法を行 っ

た 9例 には免疫療法 の 前後の 抗体価 の 推移をみ た s

成績 ；正 常非妊婦 ，正 常妊婦 ， 習慣性流産患者 の

抗一BS の B リ ン パ 球抗体の 陽性細胞率は それぞれ

3．31 ± 0．18％， 3．44 ± 0，15％，30．1± 1．44％で有意

の 差 で習慣性流産患者 が高値を示 した ，また
， 免

疫療法前後の 推移は免疫療法前 は 16．1± 9．10％で

あ っ たが ， 免疫療法後は 3．46 ± L83％で 1 例 を除

き 8例が 陰性 レベ ル とな り，有意の差 で免疫療法

後に低値を示 した．考察 ：抗一BS の B リ ン パ 球抗

体は正常非妊婦 ， 正 常妊婦の 血 中に は検出 され な

い が ， 多 くの 習慣性流産患者の 血 中に は存在 し
，

また免疫療法 に よ り，その 抗体価が 陰性 レ ベ ル に

まで低下 し て い る こ とが認め られた ．よっ て ，抗
．BS の B リ ン パ 球抗体が 習慣性流産 と強 く関連 し

て い る ことが考 え られ た．現在，免疫療法の 明確

な治療開始及 び効果判定基準は な く， それ に成 り

得 る可 能性が 考え られ た ．
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